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Ⅰ序
Spivakは. Mahasweta Deviの小説『ドゥロテイ､
豊穣なるものDoulotithe Bountifuljを論じているが､
その中で小説の顛末を次のように記している｡インド
の部族民出身の債務労働者の娘であるDo山otiは,父
親の借金のかたに売春婦として売り飛ばされる｡彼女
は性病に蝕まれ､病院に徒歩で向かう途中で息絶え､
独立記念日の祭典の準備で生徒たちにナショナリズム
を教えるために地元の学校の校長によって校庭の地面
に描かれたインドの地図の上に倒れた｡翌朝､校長と
生徒たちは,その地図の上にDo山otiの遺体を発見す
ることになる(Spivak, 1992a)｡脱植民地化を果たした
国家における国民的アイデンティティの主張と､女性
というサバルタン[訳注:被檀民者､女性､黒人とい
った従属させられた者を包括する名称]の存在の間に
見られるこうした緊張関係は,地図と身体の間の問題
をはらむ関係と言い換えられる>Deviの小説の中で地
★ノッチンガム大学院生　★★関西大学文学研究科院生
★★★もともとの版権は, Taylor & FrancisLtd.CPOBox25,
Abingdon, Oxfordshire, OX14 SUE UK)にある｡
図は､国土の象徴､すなわち国民の｢想像の共同体｣
(A皿derson, 1983)を構成し､象徴する地理的外郭線
を表している｡
現代のアイルランド文化を検討する隙にわたしは,
フェミニズムとポストコロニアリズムの両者と関連さ
せながらアイデンティティの問題を考察するだけでな
く, ｢場所｣および場所とアイデンティティの相互関連
の問題にも注目するo場所をめそる問題は､国民とい
う抽象的なレベルで意味を持つ｡それはまた､ ｢景観｣
という概念(Rose, 1992)や､局地的な環境の感覚的
で生きられた経験と結びついている場所との視覚的な
関係にも関わっている｡現代批評の中で､空間的な比
喰一位置､場所､地点､空間､地表､領域､領土､大
地､周辺､周縁､地図といった用語一が復活している
(Diprose and Ferre皿, 1991: Tagg, 1992)c地図作製
という比喰は､多くレベルで行なわれている｡この空
間的な比喰は,理論的･イデオロギー的な面での位置
づけを表すことが最も一般的である｡それはまた､地
理的空間の中でのある地点を示すこともある｡西洋と
第三世界の関係の中でこのことは､理論的な位置と切
り離されているわけではない｡この比喰は､テクスト
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や視覚的･多次元的芸術,伝統的な地図表現の中で,
空間を表す多様な方法を概念化するために用いられ得
る｡わたしは､アイルランドの芸術家､ Kathy Pren-
dergastの作品を題材に,アイデンティティとジェンダ
ー､身体､地図の間に存在する関係について本稿で議
論を行なう｡わたしはその議論の中で,地図作製とい
う比喰を使うことによって､地理的空間を参照枠とし
て持ち続けるDこの比喰を活用する目的は.国家の｢現
実｣と｢想像の空間｣を峻別するためではなく,それ
が純粋な理論的な位置づけ以上のものを指し示してい
ることを明らかにするためなのである｡
前置きとして述べておきたい最後の点は､人種やジ
ェンダー,アイデンティティといった疑念が,本稿に
おいて文化的･歴史的に形成された構築物として扱わ
れるため,ここでは弓1用符なしに表記されることであ
る(Butler, 1990; Epstein and Straub, 1992; Smith,
1992; Weedon, 1987)0 Kathy Prendergastの作品が
提示する諸問題を検討することによって､本稿は､フ
ェミニスト的ないしポストコロニアル的な場所認識の
可能性を探ろうとする｡こうした認識は,生まれなが
らの有機的で直観的な自然への親近性という生物学主
義的観念や,素朴で無邪気で人種的な自然への親近性
という本質主義的観念を回避するものである｡
わたしは､再地図化(remapping)と再命名
(rena皿血g)という用語を本稿のタイトルに選んだo
その第一の理由は､景観と言語の問題に注意を喚起し､
アイルランド人のアイデンティティに関する考え方を
整理する時に､この間題がジェンダーの問題と結びつ
けられる方法に注目するからである｡第二の理由は,
このポストコロニアルな文脈において､民族的アイデ
ンティティに関係する文化主義の諸形態が､植民地の
経験に対応してアイルランド人らしさの初期の構築と
いう面で,それが達成される方法に着目するからであ
るo 19世紀におけるアイルランドの植民地的な地図作
成と､アイルランド地名の英語化,およびアイルラン
ド語の衰退は､現代アイルランド文化における文化的
喪失と回復という主題を表現するための歴史的背景で
ある｡命名と地図作製という行為の両者とも､表象が
持つ権力の存在を主張する｡再命名と再地図化を試み
ることは､本当のアイデンティティと本当の場所との
関係を回復するためにこの権力が必要であると主張す
ることに他ならない｡地図や地名の現代的な使用は,
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ジェンダーと言語､景観､アイデンティティの間でも
広く承認された結びつきに関する考察を促す｡けれど
も､植民地から独立への移行によって､男性権力に関
する言説がなくなったわけではなかったcむしろそれ
らは,アイルランド民族主義者の言説の中に､新しい
形で移植され翻訳された(Smyth, 1991)c
Ⅱ　地理とジェンダー
Kathy Prendergastは､アイルランドの若い世代の
芸術家の一人であり,伝統的なアイルランド風景画に
対して批判的で皮肉に満ち､時にユーモアにあふれた
アプローチを取り入れてきた｡彼女の作品からは,也
理とジェンダーをめそる諸問題が立ち現れてくるo地
図をモチーフとして用いる場合に,彼女の作品は,景
観と女性の身体の間や､景観と領土の政治支配と女性
のセクシュアリティの支配の間の関係性を露わにして
いる｡ Prendergastは,自分の作品のイメージをフェ
ミニストによる表現として解釈されることを拒み,自
分の作品を｢私的な地理(personal geography)｣の表
象として描いている(Hanrahan, 1991:6)c　しかし彼
女の作品は､こうした身体の｢私的な地理｣と民族的
景観との緊張状態が明示化されている事例として議論
されている1983年のスケッチの連作においても彼女
の他の作品と同様,従来の常識的なスケールは乱され､
別の伝統的絵画技法が参照されている｡彼女は､言葉
とイメージの間の創造的な相互作用､すなわち女性の
身休の詳細な断面図と平面図,という手法を用いてい
る｡ ｢オープンスペースの中の囲まれた世界Enclosed
Worlds in Open Spaces｣ (図1)において,首と足の
ない女性の身体のスケヅチは､格子状の線､円弧の中
心､身体/陸地を取り囲む海上の船からなる地図学的
技法を思い起こさせる｡地形学的･測量学的･土木学
的な図式および平面図からなるスタイルが､ ｢摂観を
管理する-濯概　To Control a Lan血cape
lrrigation｣ (図2), ｢景観を管理する-オアシスTb
Control a Landscape-Oasis｣ (図3)､および｢景観
を変えるTbAltera Landscape｣ (図4)で用いられて
いる｡こうした技法は､解剖学的･婦人科医的な図解
のスタイルと混ぜあわさっている｡これらのスケッチ
の中で､支配･操作･変更の作業が､受動的な土地/
身体の表面と内部で進んでいる.｡女性の身体の切開
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図1キャシー･プレンデルガスト･オープン･スペースの中に囲い込まれた世界
園2　キャシー.プレンIT-ルガスト　景観を管理する一濯忠
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図3　キャシー･プレンデルガスト.景観を支配する-オアシス
図4　キャシー･プレンデルガスト.景観を変える
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図において,それらは, 19世紀末の道徳医学的ポリテ
ィクスにおいて機能していた女性器の解剖学的スケッ
チを思い起こさせる｡丁寧に描かれたデッサンの持つ
静けさや.黄色く色禎せた古地図や海図の参照は､主
体の問題の暴力をより強める｡地図学的･地質学的･
医学的な表現という複数の記載事項を用いるゆえに､
そのスケッチは､複雑な多層性のテクストである｡つ
まり､完成された完壁な意味が消費されるように提示
するのではなく､鑑賞者を意味生成に関与させる｡そ
のイメージは,探検家､航海士､技術者として､意味
の完全性､総合性､単純性を追い求めるように､わた
したちを引きずり込む｡けれどもイメージは,そのあ
いまいさ, ｢あいまいさの持つ名前を消し去る力｣
(Prentice, 1986:70)の中で理性や理解の過程を打ち
砕く｡他者の土地の植民地的支配と女性のセクシュア
リティの支配の間の結びつきの親近性や､発見や領土
拡大の言説におけるジェンダーの利用は,こうしたイ
メージの強固な鋭敏さによって失われてしまっている
(Kolodny, 1975:Montrose, 1991)c
Kathy Prendergastは､外見上の中立性を脱構築す
るために,女性の表象という伝統に依拠している｡
Prendegastによる多重描写が対抗戦略的な力を持っ
ているのは､こうした伝統の面で女性芸術家としての
彼女の皮肉な立場である｡土地や景観という観念や､
そうした観念と女性性の支配との関係を芸術家が利用
することは､ ｢本質的に女性的な人種｣を支配しようと
する植民地時代の試みと､アイルランド人らしさの構
築とアイルランド女性の従属の中で,女性性･田園生
活･景観といった観念を用いる独立後の試み､という
歴史的文脈の中で理解可能となる(Cairns and Rich-
ards, 1988)｡ジェンダーや民族的アイデンティティの
問題は､いろいろな形で交錯している｡つまり､国民
という概念のジェンダー化の場合にも,国民的景銃を
女性と見なす観念の場合にも,人種,場所､国民とい
った問題や､ジェンダー役割を田園生活の理想化と表
象に限定する場合にも､それらは交錯しているのであ
る｡女性としてアイルランドを象徴化することは,古
代のアイルランド伝説の女神像､中世アイルランド文
学におけるこの女神の擬人化,および,直接的な政治
的反抗の表現に対する植民地時代の検閲に対して興っ
た18世紀の古典詩であるエースリングにおける女性
としてのアイルランドの寓意化､に由来する(O'Brien
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Johnson and Cairns,1991b:3)oそれはまた､民族主義
者の言説の中に取り入れられ,手が加えられ､論争の
的となったアイルランドとアイルランド人の植民地的
な女性化とも関係する(Butler Cullingford, 1990;
cairns and Richards, 1987, 1988)c女性としてのアイ
ルランドという観念が長らく用いられてきたことは､
男性の詩人がそれを私的アイデンティティと民族的ア
イデンティティの両者であると主張しているけれども
(Riordan, 1985),アイルランドにおける女性の象徴
的使用やアイルランドの歴史からの女性の抹消,現代
における女性の黙殺を確認し,強めている(Boland,
1989)｡アイルランドにおける景観の伝統的な表象は,
民族的アイデンティティとジェンダー･アイデンティ
ティの両方の観念に満ちていて,とりわけアイルラン
ド西部の心象で顕著である(Nash, 1993)c
Ⅲ　｢西部の女性｣ :20世紀初頭のアイルランドに
おけるジェンダー､民族および景観
1900年代におけるアイルランド西部をイメージす
る際に､ジェンダ-と景観,民族の間の多くの交錯が
明示的となっている｡人種的･文化的アイデンティテ
ィや女性性､セクシュアリティ､景紋に関する諸言説
が,文化的アイデンティティと政治的自由を確保しよ
うと試みる中で用いられており,そうした多くの言説
の中心には､西部のイメージが存在する｡西部の構築
は,アイルランドの歴史･文化という文脈,そして､
当時の反近代主義･ロマン主義的始原論や人種的堕落
という幅広い文脈の中で考察されなければならない,
さらにまた､優生学,進化論や環境決定論,心霊主義､
地方 復興に関するヨーロッパの言説という幅広い文
脈や,民族を鼓舞し,蘇生しようとするアイルランド
民族主義者の努力という具休的な文脈においても考察
されなければならない｡これらの緒言説は､民族的ア
イデンティティの観念と交錯し､場所と景観という観
念が焦点となった｡旅行記や写真,文学や絵画に描か
れた西部の農婦のイメージは,その当時に議論の的と
なっていた女性性を表すいくつかの様式の一つであっ
たoそれは､女性性の観念と女性性を通じたアイルラ
ンド社会の将来の理想像に関する議論と具現化に関与
した一連の言説の一部でもあった｡アイルランドの婦
人参政権運動はその当時､政治生活や独立国家の中で
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の女性の役割に関して疑問を提起していて､その例は､
女性による民族主義的軍事組織に見られた(Ward,
1983: Owens, 1984: Murphy, 1989)<政治的に活動的
な女性が,男性による政治権力の独占を脅かしたこと
は､女らしさの役割･位置･本質を固定する傾向を強
化することになった｡こうした問題は､文化的純粋さ
と維持に対する関心と重複し,とくにアイルランドの
文化地域としてのアイルランド西部のイメージが焦点
となった｡この地域の自然景観はイギリスらしさを持
つ景観ときわめて対照的だった(Nash,1993)<　人種
的･性的･文化的純粋性さや､将来の独立したアイル
ランドの社会道徳構造への関心は､農婦の身体の上に
注がれた｡
典型的なアイルランド景観としての西部の視覚的表
現法は,主にPaulHenryの絵画に基礎を持っていたo
彼の作品は､周辺的なケルト文化に接近する陽に精神
性や安定性､真正性を求めるヨーロッパ初期のモダニ
スト文化的柏原論の伝統の一部であった　Henrγの作
品は､西部における共同体や自然な精神性の感覚を探
し求めるアングロ･アイリッシュの伝統にも負ってい
たoこの二つの伝統と照応して, Henryの絵画に描か
れた女性は､西部の視覚的表現法の一部となり,自然
と景観との一見したところ自然な同定に基づいた女性
性の観念の総体として作用した(図5参照)a
始原論は､生活様式と環境の間の一貫性､単純さ,
直感.有機的関係の起源としては､アイルランド西部
の限定的で肯定的な評論しか提供しないが,始原性は
文明の階層の申で究極的には低位に位置付けられてい
たo帝国の中心の構築にとって,美術史も人類学も､
画家のまなざしや分析的研究にとっての対象と｢他者｣
を想定する差別的な言説として､始原論の生産に貢献
した(Killer, 1991)c女性と植民地を原始的と描く諸
言説は､女性の植民地の主体を表象する隙には融合し
ていたc　さら(こ､民族主義者の反都市主義と反帝国主
義の結果,このように原始的とする行為化は,民族主
義者による西部の説明でも引き続き行なわれた｡原始
的という観念が用いられたものの､都市や産業,植民
地の権力と対抗するものとして,肯定的に評価された｡
西部や女性を原始と描くことは,始原性の持つ一見し
たところの非抑圧的な本能,セクシュアリティ､無意
識な官能を強力な要素として持っていたけれども､文
化的民族主義者によって用いられた道徳的純粋さと性
的純潔を指し示すものとしての女性と調和させられな
ければならなかった.I.
植民地の景観の植民地的利用と､主体としての女性
の生産の間には収敦が見られる一方,願望の景観とし
て農婦と西部の表象の持つコードは､民族主義者の著
作の申で再び利用された｡強調の矛先がケルト的なも
のからゲ-ル的なものへと移る中で,女らしさは､民
族的特徴を要約するものとしては拒否されるようにな
った｡それに代わり､反都市と民族主義,身体と健康,
体格への関心といった観念は.女性の身体に､投影さ
れるようになり,都市的で､工業的で根なし革なもの
としてのイングランドに対抗して投影された｡西部の
人々を描写する際に服装を強調することは,人種･階
級･地理といった要素から作られた民族的なアイデン
ティティの標章としての服装の重要性と対応する
(parker etal. 1992:10)e　その重要性は､ゲ-ル復興
運動における民族服への関心に明確となり､その頂点
は1910年代の｢民族服論争｣であったLlこの運動で
は､女性の着る赤いスカートへの強調は,生命力を示
すものとして赤色の持つ象徴性や､古代の服装に見ら
れるように赤色を民族的に愛するという信念､女性の
生物学的洩能を制限すると考えられる近代的服装の拒
否､などと結びついた｡服装への関心は､アイルラン
ド民族主義において女性に与えられた文化的･生物学
的役割という文脈の中で理解することができる｡西部
の女性への称賛は､堕落や反都市､身体の道徳経済､
表象の性的ポリティクスへの関心といった諸問題と交
錯している｡
対照的に晩年の絵画や旅行写真には,若い女性のイ
メージが欠落していることが多いoこれは､農村から
の大量の人口流出というアイルランド農村社会の人口
構造と.若い女性の表象という問題をはらんだ性質の
両者を反映している｡文化民族主義者,そして後には
教会と国家は､無性の母性を概念化する中で女性の自
律的なセクシュアリティを否定した女性性を構築した
が､そこでは､理想化された田舎の女性の視覚的表象
は,西洋絵画における女性の性愛化されたイメージの
歴史とはうまく合致していなかった｡若い女性は､伝
説や民俗､言語､国家によって推奨された生活様式を
象徴するだけでなく.母性の要求に従った人生の幸せ
な帰結を象徴する老農婦の描写によって置き換えられ
た｡別の場合には､農婦の描写は､ゲ-ル的な男性の
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理想を典型的に示す西部の男性の描写によって置き換
えられたo　このように､アイルランド人によるアイル
ランド運動(Irish Ireland movement)の民族主義作
家は､女性としてのケルトという19世紀の構築への反
動として, ｢ゲ-ル｣の本質的特徴として男性性を主張
した｡ ｢女性｣という観念は､民族的精神と,アイルラ
ナッシュ
ンドの国土の寓話的人物を具現化し続ける一方､アイ
ルランドの国土は明らかに男性的な土地となった｡西
部は､ケルトの女性性や自然な精神性とは対照的に､
グールや男らしさ,健全さ､実用主義,カトリック主
義として再定義された｡こうした女性性の否定は,カ
トリック主義によるセクシュアリティの支配とも結び
図5　ポール･ヘンリー.ジャガイモを掘る人
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ついていた,この道徳規矧ま､家族単位の農家経営と
いう経済･社会制度を支え,相続権の統制のためにセ
クシュアリティの規制を必要とした(Cairns and
Richards, 1988)cこの社会秩序にとって自律的な女性
an
のセクシュアリティは脅威と認識されたため､ゲ-ル
の男性と釣り合いのとれる女性は､脱性愛化された母
親像でな1ナればならなかった｡
園6　ポール･ヘンリー.コネマラtコテージ
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景観の中の田舎家は､伝統的な田舎の家族生酒やそれ
と結びついた道徳性とジェンダー役割の理想化の持つ
文化的な重要性を意味するようになった｡それは,田
舎のアイルランド女性の描写や､母性･伝統･安定性
といった価値に取って代わるものとなった(図6を参
照せよ)0 ｢人種の揺りかご｣としての田舎家は,男性
的なゲールの養育者や再生産者としてだけ積極的な意
味を持つ女性､人種を椎持するものとしての女性､と
いう観念を生み出した｡アイルランド民族主義の社会
的に均質な紳帯は,身体のポリティクスからの女性の
排除に依存する一方,景観を女性と見る考え方は､場
所との男性主義的な関係を可能にした｡女性を家庭の
領域に限定する諸言説は,同時に民族の人口を維持す
るという責任を女性に押し付けた｡女性の機能は､男
性性として表象される｢身体ポリテイク｣の身休を再
生産することにある(Gatens, 1991)cアイルランドの
民族的言説の中での身体と国家の融合(これは,同時
代の英国における優生学運動で顕著に認められる)は､
この｢身体ポリティクス｣に対する関心､つまり国家
と国民に対する関心を休系的に表現するための手段を
提供した｡国民に対する関心は､景観という観念と密
接に結びついていたo環境と人間との有機的な結びつ
きという考え方は､現在の気候学や民族地理学という
科学的な諸概念を用いた諸言説において海外移民を抑
えるために活用された(Livingstone, 1991, 1992;
Stepan, 1985)｡人口減少への危幌は,アイルランド西
部からのアイルランド語の話し手,文化の保持者､屈
強な遺伝的血統が失われたために,より切実なものと
なった｡海外移民に対する憂慮はジェンダーと人種の
問題と融合し. ｢最良の母親や妻となるはず｣の人口の
喪失は､ ｢臆病や馬鹿やのろまを故郷に置き去りにし
て､人種の堕落を促し,怠慢な息子を生み出す｣よう
に感じられた(Russe止1912:67-8)(人種的な誇りと
人種的な憂慮という二つの観念は､このように女性の
身体の上に投影された｡
｢アイルランドの最後の拠り所｣としての田舎家は､
アイルランドの言語と伝統､民俗の保護と再生産を象
徴しており､それに対して女性は育児者としての能力
の点で重要な責任を持つと考えられたoもちろんこれ
は,他の民族主義運動の中で女性に割り当てられた役
割とも対応していた(Yuval-Davis and Anthias,
1989)｡田舎家はまた､アイルランド独特な集落形態
ナッシュ
の基本単位と見なされ､それゆえ英国文化に対抗する
アイルランドの社会組織の象徴として考えられた｡つ
まり孤立した田舎家は､景観の形態的要素と道徳的･
精神的領域の両面において､アイルランド社会の理想
的形態を具体的に表していたoアイルランド風景画に
おける描写は､その基盤となるアイルランドのアイデ
ンティティとジェンダー･アイデンティティの構築に
寄与した｡ 20世紀初頭のアイルランドにおける景観の
表象は､民族的アイデンティティとジェンダー･アイ
デンティティの両者に関して,意味のコード化が行な
われた｡
Ⅳ　ポストコロニアリズム.フェミニズム.景観
現代の心象景観は.植民地時代や初期の民族主義者
の文脈における歴史的活用と､そうした活用において
暗黙となっている人種やジェンダーの問題の両方に立
ち向かわなければならない｡主休の土地の植民地的な
地図化と家父長制における女性の表象のどちらも,支
配者の視点の安定性を強化し､それ以外の見方を否定
したり抑圧しようとする表象形態である｡地図は､植
民地政策を実行する隙に実質的に役割を果たしている
支配への願望を表すものとして解読することができる｡
地図作成において用いられる諸戦略(空間の再書き込
み,囲い込み､階層化)は､植民地権力の獲得･管理･
強化に関する類似物を提供する｡地図の編集過程にお
いて､世界は標準化され,規律化され､流用され､支
配される(Huggen, 1989; Harley, 1988, 1992)cアイ
ルランド景観の地図化は､たんに統治を容易にするた
めに役割を果たしただけでなく. ｢他者｣を固定し､地
図の一貫性という表面上の安定性によって差異の恐怖
を績和した(Andrews, 1975! Hammer, 1989 a, 1986
b)｡地図 同じように女性の表象は,支配と意味を持
った用途の景観としてその身体を固定化する｡安定性
が保証され得ない支配者の視点に依拠した地図は､そ
れに代わる空間的布置を覆い隠すものとして姿を現す｡
この代替は､世界に関して持ちうる視点の多様性と､
単一の世界モデルの不適切さを示している(Huggen,
1989)f
フェミニズムとポストコロニアルリズムは､ポスト
モダニズムに対して問題をはらむ関係を共有しており,
ポストモダニズムは両者の批判的洞察を流用し,それ
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らの起源や政治的効力を消し去っている(Tiffin,
1987b ; Adam and Tiffin, 1991;Bondi and Domosh,
1992)<　ポストコロニアリズムもフェミニズムもその
焦点は､アイデンティティのポリティクスと,差異の
ポリティクスとの衝突にある(Bestand Keller, 1991)｡
普遍的主体や安定したアイデンティティの核心部とい
うヒューマニストの概念をポスト構造主義者が拒否し
ていることは､フェミニズムとポストコロニアリズム
の持つ解放と連帯という目標を傷つける｡しかし､ど
れほど困難に満ちていようと,ポスト構造主義理論に
おけるアイデンティティの概念は,フェミニズムとポ
ストコロニアリズムによる場所との関係を考察するた
めの一つの遺族を提示しており,その方法は､マスキ
ュ1｣ニストとコロニアリストの言説に見られる本質化
を回避している｡土地と土地所有の問題はコロニアル
な状況において重要であるが,景観と場所の認識が文
化的アイデンティティの重要な源泉となるようなポス
トコロニアルな状況においても,象徴的に重要である｡
それゆえ､民族的アイデンティティと景観の間の結び
つきは,ポストコロニアルな場所の文学的･象徴的な
再活用に明白である｡ポストコロニアル文学では､場
所との実質的な関係の発展や回復は､表面的に優れた
文化的･人種的な植民地権力によって位置の置き換え
や文化的中傷が行なわれた後の時代において,アイデ
ンティティの置き換えや危機の感覚を克服するための
一つの手段となる(Gray, 1986;Ashcro氏eta1 1989)｡
けれども､ Annamaria Carusiが主張するように､
｢皮肉やパロディーを込めない方法で『アイデンティ
ティ』､ 『意識』､ 『起源』といった語を含んでいる言説
は､ポスト構造主義者の視点からは退行的で反動的と
思われる｣ (Carusi, 199i:iOO)<　したがって､ポスト
コロニアルなテクストのもつ二重の主張とは. ｢その
レトリックの脱構築的な読みを通して(節)植民地主
義への抵抗を持続し､文学の中で文化的アイデンティ
ティと生存原理として､主題のレベルやリアリストの
問題構制の内に表面化するような,ポストコロニアル
な社会的伝統を取り戻して再書き込みすること｣
(Selmon, 1991:5)となる｡換言すれば,ポスト構造
主義は､アイデンティティという概念の≪批判的≫使
用を認めないわけではない｡アイデンティティを問題
構制とすることによって景観という観念の文化的使用
が可能となり､これlこよって土地の人を自然の景観と
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生物学的に結びついたものとしてステロタイプ化する
ために植民地主義者の言説における景観という観念の
使用を拒むことができるようになる｡同様にフェミニ
ストによる景観と場所という観念の使用は､エコフェ
ミニズムに潜む本質主義の危険(Plu皿wood,
1998;Warren, 1987; King, 19901 Merchant, 1990)や､
女性と景観との関係を生まれながらの生物学的･心理
学的構造の観点から捉える説明の危険(Norwood and
Monk, 1987b; Ru血ick, 1987)､景観という観念の男性
主義的な扱いの危険(Rose, 1992)､に立ち向かわなけ
ればならない｡アイデンティティの持つ構築された性
質を認識することによって､固定化されて自然で生得
的なアイデンティティを意味することなしに,景観を
アイデンティティ形成の源泉として用いることが可能
となる｡
Ⅴ　再命名.ジェンダー､ポストコロニアルな景観
ポストコロニアルな文脈において祭観の使用がどれ
ほど重要であろうと､その使用がジェンダーの問題を
提起していないなら問題である｡独立後のアイルラン
ドでは､地名に関する多くの実証的調査が行なわれて
きた｡国土地図への地名の再書き込みや､文化的な比
喰としての地名の使用は､民族的アイデンティティに
とって核となる二つの要素である言語と場所を結びつ
けている｡地名の意味や本来の地名を回復しようとす
る試みは､失われた場所との結びつきの回復を求める
ことと結びついていることが多く､それは､アイルラ
ンドではもはやあまり使われない言語で表示されてい
る｡アイルランドの地名は,ポストコロニアルなアイ
デンティティの探求において用いられている文化的な
言外の意味を伝えていて､植民地化によるアイルラン
ド語の喪失の歴史､人口減少と海外移民の歴史､ 19世
紀の地図作製事業における地名の植民地的英語化とい
う背景を伝える｡
現代におけるこうした地名や地図の使用は､言語と
景観､アイデンティティの間で当然と見なされている
結びつきへの熱慮を促す｡つまり,場所に対する感じ
方という問題や意味を回復する可能性､歴史､真正さ
に対する熟慮である｡
多くの現代アイルランド詩において､景観という観
念が用いられているo場所は名前が付けられている.
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この命名は,言語の喪失という観念に結び合わされる｡
さらに､言語のこうした衰退は､現在よりももっと親
しみがあって真正であると考えられている独特な生活
様式や場所との関係の喪失と結びつけられる｡詩人に
とって､地名が喚起する力とは,景観に関する共有さ
れた社会的記憶に対して一つの鍵を提供する｡そうし
た記憶の集団的意味は,共同体の知を統合する宝庫の
一部である｡アイルランドにおける詳細な地名調査は､
こうした喪失と回復の感覚で染め上げられている｡言
語と土地との関連性とが絡み合っていることは､特定
な景観を描写するために本来的に適切なものとしての
言語の観念や､単語が不可欠な文化的本質を伝えると
いう観念に依拠している｡さらに､詩の中でのアイル
ランド語地名の使用によって,文化的差異をテクスト
に挿入することが可能となる(Ashcroft etal. 1989)<
けれどもこうした使用が､ジェンダー化された景紋
の観念と結びつけられる場合には､問題をはらむよう
になる｡例えばそれは､ジェンダーの二元性がポリテ
ィクス･場所･言語の諸概念と融合しているSea皿uS
Heanevの著作に見られる｡アイルランドとイングラ
ンドの関係についてのジェンダー化された考察に対し
て, Hea皿eyは,差異の象徴としてのジェンダー化さ
れた言語という見方を付け加える　Heaneyにとって
詩の創作とは､男性的な意思や知性と,女性的な一群
のイメージや情動との出会い｣であり､ ｢女性的な要
素｣は｢アイルランドのことがら｣と関係し､男性的
な要素は｢英国文学との関わりから導かれた｣
(Heaney, 1980 a:34)c　こうしたジェンダー的対極性
は､場所を知るようになる方法の考察にも適用される｡
Heaneyにとって,この二つの方向､つまり｢生き生
きとした文字の読めない無意識と､学問知識のある文
字の判る意識｣は,ゲ-ル的な女らしさとアングロ･
サクソンの男性的な意識に対応している(Heaney,
1980 a:i31)｡北部の文化地域を差異化する地名は,言
語と命名の統語論によって場所を知るさまざまな方法
を示している｡アイルランドの女性的な言語は,柔ら
かくて｢しわがれ声｣で肉感的であり,母音に富んでい
る,植民者のなわばりは､ ｢子音で杭を打って仕切られ
る｣ (Heaney, 1980b:27)cアナホリッシュは, ｢子音の
緩やかな斜面　母音の牧場｣である(He　印1980
ち:21)｡モヨラ川という地名の中で､ ｢喉を鳴らして流
れる黄褐色の水は､自分の心を綴っている･･･母音の歴
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史を通して､喬を吐き出している｣ (Heaney,
1980b:22) c
女性的な声という観念は､重要なフェミニスト的利
用法を持っている一方､ Heaneyによるそれの使用は
問題をはらんでいる(Ca皿eron, 1985)0 Heaneyの詩
は.女性の故郷を祝賛し,故郷から耕されることを嘆
き悲しむ｡詩人が故郷から遠く離れ,アイデンティテ
ィと能動性､独立を主張できるのは､受動的で有機的､
女性的なものとしてのこうした田舎家の景観の構築に
対してである(Coug他1991)c
Ⅵ　アイデンティティの脱領土化
わたしが以上で指摘したことは､アイデンティティ
をめそる諸概念へのポストコロニアルとフェミニスト
の関与と､場所との関係を通したその確保が,マスキ
ュリニストや植民地の言説の二元性を再現する危険性
を持つことであった｡自然との親近性は肯定的に評価
されているが,それは,文化/自然の二元性をそのま
ま浅しているo　この最終章では､何らかの立場の戦略
的な使用を損なうことなしに,多元的な視点を可能と
するような場所の観念に関するポストコロニアリスト
の使用の可能性を考察する1991年に､ Kathy Pren-
dergastは, ｢土地Land｣ (図7, Curtis, 1991)とい
う作品を展示したo　この作品は,地形図の色･線･画
法で描かれた画布のテントから構成されていた｡平面
的で二次元の道具としての地図に,容積と高さが与え
られた｡地図そのものが､表象の対象となる｡この作
品において､ ｢土地｣は,地図が表現しようとする景観
そのものとなった｡表象とその対象の間のこの遊びは､
現実と表象の単純な同一視という観念を打ち砕く｡地
図表現の権威は覆される｡ ｢自然な｣対象と｢模倣され
た｣対象の間の関係は, ｢現実｣世界の｢客観的な｣表
象でもなく, ｢主観的な｣再構築としても呈示されず,
客体と主体の安易な区分を問蔑柄制とするような別々
のシミュラクル間の遊びとして呈示される(Huggen,
1989)c ｢土地｣の中の地図は,移ろいゆく大地,抑圧
的な固定性と堅牢さからアイデンティティと景観の概
念を解放する空間的比喰となる｡
アイルランドを扱った多くの作品において,景観は､
文化の糸によって縫い付けられ､その歴史的､文化的
な重荷を背負わされている｡ ｢土地｣においては､景観
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とアイデンティティの観念は飛期し､抑圧的なアイデ
ンティティの固定性から解放される｡土地は､流動性
と開放性の可能性や多元性の可能性を象徴し､ ｢名前｣
と｢地臥を拡散させることができる｡ GillesDeleuze
とFelix Guattariにとって地図は次のようなものであ
る｡
それは開かれたものであり､そのあらゆる次元におい
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て接続可能なもの､分解可能,裏返し可能なものであ
り､たえず変更を受け入れることが可能なものであるo
それは弓ほ裂かれ､裏返され,あらゆる性質のモンタ
ージュに適応し,一個人､ -グループ,一社会集団な
どによって実行されうる｡それを壁に描くのもいいし,
芸術作品としてとらえるのもよく､政治行動としてあ
るいは唄想として構築するのもいい(加Ieuze and
Guattari, 1987: i2)c
図7　キャシー･プレンデルガスト.土地
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この地図学では,地図は均質な(｢閉じた｣)構築物で
はなくリゾーム的(｢開いた｣)な構築物として知覚さ
れ,それは､脱構築から再構築へ,地図の破壊から地
図作製へとの力点の移行を可能にする｡
こうした地図の使用によって､文化的､歴史的な位
置を持った植民地的言説の批判が可能となり､開放的
で,変化可能で,作り直し可能な別のアイデンティテ
ィの布置が可能となる(Prentice, 1986)c　同様に身体
は､社会的に書き込まれた属性が権力の利用の一部と
して機能するテクストとして読まれ得る　Elizabeth
Groszが述べているように､身体は､知一権力の場所
であると同様に､ ｢抵抗の場所でもある｡なぜなら身体
は頑強であり,対抗戦略的な再書き込みの可能性を常
に持っているからであるo　そして､別の方法で自己を
刻印し,自己を表象することができるからである
(Grosz, 1990:64)c　空間と身体という二つの概念は,
多元的な布置が可能である｡身休と景観の表象におけ
る対抗戦略的な可能性を認識することは､固定化され
たアイデンティティの概念に依存しておらず､身体/
土地関係を多くの方法で表象することが可能となる｡
景観は､横断したり,横切って旅行したり､その中に
入ったり.身近に知ったり､見つめたりすることがで
きるo景観の概念が植民地の言説や男性主義の言説に
よってどれほど汚されようとも,アイデンティティに
関するポスト構造主義者の理解は,その再流用を可能
にする｡ポストコロニアルとフェミニストによる再地
図化と再命名は,ある権威的な表象を別なものに置き
換えるのではなく､複数の名前や複数の地図に置き換
0&
注
本論文の草稿は､ 1992年5月にゴールウェイのUniversity
Collegeで開催された｢ジェンダーと植民地主義｣という会議
に提出されたものであるo
Catherine Nashは現在､ノツティンガム大学の地理学と美
術史学研究科で, 20世紀のアイルランドにおける景観､ジェ
ンダー､アイデンティティをめそる諸問題についての博士論文
を執筆中であるo
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